
 配向度チュートリアル 
 Degree of preferred orientation 

１軸配向試料の配向評価する方法として、配向度解析法があります。 

測定は、繊維試料台や回転試料台、極点図試料台、或いは、２次元検出器を用いた測定方法があります。 

測定光学系は、対称透過反射法（極点図の外周部分）である。（試料に対し垂直入射光学系では補正が必要） 

 

１軸配向 Polypropyleneの試料垂直入射Ｉｍａｇｅ画像 
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 Imageデータからβプロファイルを ASCファイルで作成 

(110)プロファイル(C*¥CTR¥DATA¥PP-1-AXIS-PILATAUS¥work¥040-step1.0deg.asc 

   

 通常,Imageデータ作成時、バックグランド削除が行われる。 

 

 

 

 



解析方法 

Ｆｉｂｅｒ解析Ｔｏｏｌｓの PreferredOrientation ソフトウエアで計算 

  

 

  ASCファイルを選択   ２θ角度を入力 

  

 バックグランドデータが別ファイルの場合選択 

   ２次元検出器の補正 

      プロファイル加工 

        配向度計算パラメータ 

 

 

 

 



半価幅計算の為にプロファイルを＋９０度Ｓｈｉｆｔさせる 

 

  

 

他の補正なしに、配向度計算データを作成 

 

２本のピーク半価幅から配向度計算を行う 

 

  

 

 



２ＤＰ補正で計算を行う。 

 

 2DP補正を行うと、測定領域が狭く成ります 

  

 

配向度データを計算する場合、０－＞１８０と１８０－＞３６０に分けて計算を行います。 

 

 

  ８．５２５－＞１７１．４７５ 

 

  １８８．５２５－＞３５７．４７５ 

 

  に分けます。 

 

 

 

 



８．５２５－＞１７１．４７５の場合 

  

 

１８８．５２５－＞３５７．４７５ 

  

印刷 

 画面をマウス右クリック 

   


